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１ 調査概要について                 

（1）調査目的 

老人福祉法（昭和 38年法律 133号）第 20条の 8第 1項に規定する「市町村老人福祉計画」

及び介護保険法（平成 9 年法律第 123 号）第 117 条第 1 項に規定する「市町村介護保険事業

計画」を策定するにあたり、市民の生活実態等についてアンケート調査等を実施し、それに

基づいた課題分析とニーズ等を把握することにより、令和 9 年度を始期とする「富谷市高齢

者保健福祉計画・第 10期介護保険事業計画」策定の基礎資料とすることを目的とする。 

   なお、次期計画の期間は、令和 9年度から令和 11年度（2027～2029年度）の 3年間を予定

とする。 

 

（2）調査対象 

調査名 対象者 

①介護予防・日常生活圏域 

ニーズ調査（65歳以上） 

市内在住の 65 歳以上で要介護認定を受けていない方の中か

ら 1,500名を無作為に抽出。（要支援・事業対象者は含む） 

②在宅介護実態調査（認定者

及び家族） 

市内在住の 65歳以上で要支援・要介護認定者の中から 500名

を無作為に抽出。 

③第 2号被保険者ニーズ調査

（40～64歳） 

市内在住の 40～64歳で要支援・要介護認定を受けていない方

の中から 800名を無作為に抽出。 

④介護人材実態調査（事業所

調査） 

市内に住所を有する介護サービスの全事業所を抽出。（複数の

サービス指定を受けている場合は指定数でカウント） 

※調査基準日：令和 7年 12月 1日（月） 

 

（3）調査実施期間 

令和 8年１月 15日（木）～令和 8年１月 31日（土） 

 

（4）調査方法 

郵送配付・郵送回収（web併用） 

 

（5）回答状況 

 調査名 対象者数 配布数 回収数 回収率 

①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 10,308  1,500  1,243  82.9％ 

②在宅介護実態調査 1,313  500  350  70.0％ 

③第 2号被保険者ニーズ調査 18,311  800  503  62.9％ 

④介護人材実態調査 61  61  52  85.2％ 

  ※①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査については、1圏域 500件✕3圏域で算出。 

 

（6）回答方法 

 調査名 回収数 郵送/窓口 web web回収率 

①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 1,243  1,102  141  11.3％ 

②在宅介護実態調査 350  304  46  13.1％ 

③第 2号被保険者ニーズ調査 503  270  233  46.3％ 

④介護人材実態調査 52  45 7  13.5％ 

  

令和 8年 2月末現在 

令和 8年 2月末現在 
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（7）調査項目数 ※枝番設問は含めない。 

 調査名 必須項目 
オプショ

ン項目 
市独自項目 合計 

①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 35   14 31 80 

②在宅介護実態調査（A票・B票） 15  9 29 53 

③第 2号被保険者ニーズ調査    50  50 

④介護人材実態調査（共通・種別）    23 

※「①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」及び「②在宅介護実態調査」について、必須項

目、オプション項目の一部の回答結果を厚生労働省「地域包括ケア見える化システム」に登

録するため別途データを作成。 

※「②在宅介護実態調査」の A票は本人について、B票は介護者（家族）について調査。 

※「④介護人材実態調査」についは国標準例を参考に設定。 

 

 

〇第 9期介護保険事業計画実態調査（令和 5年 1月 16日～1月 31日実施） 

 調査名 対象者数 配布数 有効回答数 回答率 

①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 9,943  1,500  1,203  80.2％ 

③在宅介護実態調査 1,157  500  380  76.0％ 

③第 2号被保険者ニーズ調査 18,816  800  504  63.0％ 

④介護人材実態調査 61  61  42  68.9％ 

 

〇関連法令 

①介護保険法 第 117 条第 1項（市町村介護保険事業計画） 

市町村は、基本指針に即して、3年を 1期とする当該市町村が行う介護保険事業に係る

保険給付の円滑な実施に関する計画を定めるものとする。 

 

②老人福祉法 第 20条の 8第 1項（市町村老人福祉計画） 

市町村は、老人居宅生活支援事業及び老人福祉施設による事業の供給体制の確保に関す

る計画を定めるものとする。 

 

③共生社会の実現を推進するための認知症基本法 第 13条（市町村認知症施策施策推進計

画）※第 9期介護保険事業系計画に包含。 

    市町村は、基本計画を基本とするとともに、当該市町村の実情に即した市町村認知症施

策推進計画を策定するよう努めなければならない。 

    市町村計画は、社会福祉法第 107条第 1項に規定する「市町村地域福祉計画」、老人福

祉法第 20条の 8第 1項に規定する「市町村老人福祉計画」、介護保険法第 117条第 1項に

規定する「市町村介護保険事業計画」その他の法令の規定による計画であって認知症施策

に関連する事項を定めるものと調和が保たれたものでなければならない。 
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２ 調査結果概要について               

【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

（1）健康づくり、介護予防について 

① 健康を維持するための取組状況  

問 介護予防や健康のため、取り組んでいることはありますか。（○は３つまで） 

調査表：問 2「からだを動かすことについて」（11） 

「散歩やウォーキング」の割合が 35.0％と最も高く、次いで「食事（栄養のバランスや

量など）」の割合が 34.1％、「家事（調理・洗濯・掃除・ゴミ捨て等）」の割合が 33.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,243 ％

スポーツ

散歩やウォーキング

食事（栄養のバランスや量など）

規則正しい生活（早寝早起き、睡眠）

心の健康づくり（ストレス解消など）

煙草、酒を控える

ボランティア活動

働くこと

趣味や楽しみを持つ

地域活動などへの社会参加

文章を書くなど頭を使うようにしている

家事（調理・洗濯・掃除・ゴミ捨て等）

意識して外出する

その他

公共施設（福祉健康センターやスポーツセンター
等）の利用

特にない

無回答

27.3

35.0

34.1

21.8

5.0

3.2

3.9

18.1

24.1

4.2

5.0

33.4

8.5

1.4

2.5

4.8

4.6

0 20 40 60 80 100
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② 介護予防の取組意向  

問 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきし

た地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみたいと思い

ますか。（○は１つ） 

調査表：問 5「地域での活動について」（2） 

「参加してもよい」の割合が 48.8％と最も高く、次いで「参加したくない」の割合が 35.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきし

た地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）として参加

してみたいと思いますか。（○は１つ） 

調査表：問 5「地域での活動について」（3） 

「参加したくない」の割合が 59.8％と最も高く、次いで「参加してもよい」の割合が 26.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 1,243 5.6 48.8 35.3 5.4 4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

回答者数 =

　 1,243 2.8 26.9 59.8 3.4 7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

5 

（2）認知症及び介護の相談窓口について 

① 認知症に関する相談窓口について 

問 認知症に関する相談窓口を知っていますか。（○は１つ） 

調査表：問 10「認知症について」（2） 

「はい」の割合が 36.4％、「いいえ」の割合が 61.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 認知症に対するイメージについて 

問 あなたが思う認知症のイメージを教えて下さい。（○は 3つまで） 

調査表：問 10「認知症について」（5） 

「家族・介護する人の負担が大きい」の割合が 69.6％と最も高く、次いで「認知症になると

身の回りのことを自分でするのが難しくなり、介護施設に入ってサポートを利用することが

必要になる」の割合が 38.4％、「一人歩き（はいかい）することがある」の割合が 34.8％とな

っています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 1,243 36.4 61.2 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

回答者数 = 1,243 ％

認知症になると何もわからなく（できなく）なっ
てしまう

家族・介護する人の負担が大きい

認知症になると身の回りのことを自分でするのが
難しくなり、介護施設に入ってサポートを利用す
ることが必要になる

一人歩き（はいかい）することがある

長生きすれば認知症になることも仕方がない

認知症になっても、生活の工夫や適切なサポート
があれば、自分の趣味・仕事・地域での生活を継
続できる

認知症になっても、わかることやできることが豊
富にある

認知症の人自身も地域の支え手であり、経験者と
して大切な存在である

その他

無回答

19.4

69.6

38.4

34.8

22.7

30.3

16.9

4.3

0.5

10.2

0 20 40 60 80 100
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（3）認知症施策について 

① 認知症のある人の有無 

問 認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいますか。（○は１つ） 

調査表：問 10「認知症について」（1） 

「はい」の割合が 9.7％、「いいえ」の割合が 87.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 認知症になっても安心して生活するために必要なこと 

問 今後、認知症の方が増加することが予想されますが、認知症になっても安心して生活する

ために必要なことは、どのような事と思いますか。（○はいくつでも） 

調査表：問 10「認知症について」（10） 

「家族などの認知症への正しい理解」の割合が 71.8％と最も高く、次いで「介護保険のサー

ビス（デイサービス、訪問介護、訪問看護など）」の割合が 64.3％、「相談できる窓口」の割合

が 50.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 1,243 9.7 87.9 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

回答者数 = 1,243 ％

家族などの認知症への正しい理解

地域住民の認知症への正しい理解

家族や親族による生活への支援

近所や地域の方の助け合い

介護保険のサービス（デイサービス、訪問介護、
訪問看護など）
生活を支援するサービス（給食サービス、緊急通
報システムなど）

認知症を診てくれる専門医や医療機関

相談できる窓口

認知症の介護経験がある方の助言や相談

認知症の当事者同士の交流・相談

認知症を持ちながらも参加できる趣味や交流等の
場所

認知症を持ちながらも就労できる場所や機会

その他

無回答

71.8

41.4

32.1

27.8

64.3

37.8

47.9

50.9

19.9

11.2

26.8

8.0

0.7

3.9

0 20 40 60 80 100
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（4）外出の状況 

① 外出の状況 

問 外出を控えていますか。（○は１つ） 

調査表：問 2「からだを動かすことについて」（8） 

「はい」の割合が 16.9％、「いいえ」の割合が 81.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 外出を控えている理由 

問 外出を控えている理由は、次のどれですか。（○はいくつでも） 

調査表：問 2「からだを動かすことについて」（8）① 

「足腰などの痛み」の割合が 40.0％と最も高く、次いで「外での楽しみがない」の割合が

26.2％、「トイレの心配（失禁など）」の割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい いいえ 無回答

回答者数 =

　 1,243 16.9 81.7 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 210 ％

病気

障害（脳卒中の後遺症など）

足腰などの痛み

トイレの心配（失禁など）

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

無回答

9.5

1.0

40.0

20.0

6.2

3.3

26.2

12.4

15.2

17.6

5.7

0 20 40 60 80 100
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（5）今後の暮らしについて 

① 今後の生活の意向 

問 あなた自身に介護が必要となった場合に、どのような介護を受けながら生活したいと思い

ますか。（○は１つ） 

調査表：問 11「今後の生活について」（1） 

「自宅で主に介護サービス等を利用したい」の割合が 34.8％と最も高く、次いで「公的な施

設（特別養護老人ホーム等）での生活」の割合が 30.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 安心した生活について 

問 もしあなたが病気や加齢により判断能力が低下した時、安心した生活を送るうえで、気に

なっていることや心配なことがあれば、教えてください。（〇はいくつでも） 

調査表：問 11「今後の生活について」（3） 

「自分の医療や介護の費用」の割合が 65.8％と最も高く、次いで「医療や介護サービスを受

ける事」の割合が 49.5％、「世話をしている家族の事」の割合が 25.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅で主に介護サービス等を利用したい

自宅で主に家族や親族に介護をしてもらいたい

子どもや親族等の家で介護をしてもらいたい

公的な施設（特別養護老人ホーム等）での生活

民間の施設（有料老人ホーム等）での生活

その他

わからない

無回答

回答者数 =

　 1,243 34.8

8.0

0.5 30.7

4.5

1.0 11.5 9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 1,243 ％

自分の医療や介護の費用

医療や介護サービスを受ける事

不動産の管理の事

住まいにかかる費用の事

金銭管理や財産管理の事

収入の事

仕事の事

官公庁の手続きや支払い

身元保証（入院や入所の手続き）に関する事

葬儀や法要、お墓の事

相続の事

世話をしている家族の事

世話をしているペットの事

身寄りに頼れる人がいない事

相談できる人がいない事

その他

わからない

無回答

65.8

49.5

12.9

14.2

23.0

16.1

5.9

17.6

13.5

15.6

13.5

25.8

5.6

3.5

2.3

1.7

4.6

7.2

0 20 40 60 80 100
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【在宅介護実態調査】 

（1）介護について 

① 在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス  

問 ご本人（要介護者）が、ご自宅で生活を続けるために、どのような支援やサービスが必要

だと思いますか。（○は３つまで） 

調査表：A票（問 22） 

「家族の理解や協力」の割合が 53.7％と最も高く、次いで「緊急時でも利用できるショー

トステイ」の割合が 24.6％、「希望する時間に利用できるデイサービス」の割合が 24.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 成年後見人制度について 

問 ご本人（要介護者）は、「成年後見制度」について、知っていますか。 

調査表：A票（問 20） 

「内容を知っている」の割合が 16.6％、「言葉だけ知っている」の割合が 31.1％、「知ら

ない」の割合が 44.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 350 ％

家族の理解や協力

24時間対応の訪問介護サービス

希望する時間に利用できるデイサービス

緊急時でも利用できるショートステイ

訪問看護などの医療的ケア

救急・夜間医療の充実

災害など、緊急時の避難の手助け

医療機関への通院の介助

往診してもらえる医療機関

地域の人の理解や支援

金銭管理についての支援

その他

無回答

53.7

12.3

24.0

24.6

18.0

19.4

18.6

14.9

15.1

4.0

2.0

2.6

14.9

0 20 40 60 80 100

内容を知っている 言葉だけ知っている 知らない 無回答

回答者数 =

　 350 16.6 31.1 44.6 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③ 主な介護者が不安に感じる介護等 

問 （在宅生活を送る要介護者を介護している）現在の生活を今後も続けていくためには、主

な介護者の方が不安に感じる介護等はどれですか。（○は３つまで） 

調査表：B票（問 8） 

「夜間の排泄」の割合が 18.0％と最も高く、次いで「外出の付き添い、送迎等」の割合が 15.1％、

「入浴・洗身」の割合が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 350 ％

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内での移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

わからない

無回答

12.0

18.0

4.3

14.9

2.9

2.6

6.6

15.1

3.4

13.4

4.3

10.3

6.6

6.6

4.0

8.6

4.9

33.4

0 20 40 60 80 100
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【第 2号被保険者ニーズ調査】 

（1）健康づくり・介護予防について 

① 健康づくりや介護予防のため取り組んでいること 

問 健康づくりや介護予防のため、取り組んでいることはありますか。（○はいくつでも） 

調査表：「あなた自身の健康状況について」問 9 

「働くこと」の割合が 41.7％と最も高く、次いで「食事（栄養のバランスや量など）」の割合

が 41.4％、「趣味や楽しみを持つ」の割合が 36.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①問 9で「特にない」と回答した方 

問 取り組んでいない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

調査表：「あなた自身の健康状況について」問 9① 

「時間がない」の割合が 51.0％と最も高く、次いで「気持ちや体力的に余裕がない」の割合

が 32.7％、「何をしたらいいかわからない」、「ひとりでは長続きしない」の割合が 16.3％とな

っています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 503 ％

スポーツ

散歩やウォーキング

食事（栄養のバランスや量など）

規則正しい生活（早寝早起き、睡眠）

心の健康づくり（ストレス解消など）

煙草、酒を控える

ボランティア活動

働くこと

趣味や楽しみを持つ

地域活動などへの社会参加

文章を書くなど頭を使うようにしている

家事（調理・洗濯・掃除）

意識して外出する

その他

公共施設（福祉健康センターやスポーツセンター
等）の利用

特にない

無回答

17.5

28.4

41.4

30.0

17.5

8.7

2.0

41.7

36.8

1.6

4.6

25.0

14.3

2.6

2.6

9.7

1.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 49 ％

何をしたらいいかわからない

健康づくりをしている場所がわからない

時間がない

方法などを教えてくれる人がいない

必要性を感じていない

ひとりでは長続きしない

気持ちや体力的に余裕がない

取り組んでも状態が良くなると思わない

その他

無回答

16.3

6.1

51.0

2.0

10.2

16.3

32.7

2.0

8.2

2.0

0 20 40 60 80 100
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（2）相談窓口などについて 

① 介護保険制度について 

問 あなたは介護保険制度の内容について、知っていますか。（○は１つ） 

調査表：「相談窓口などについて」問 37 

「内容を知っている」の割合が 26.0％、「名称は聞いたことがある」の割合が 50.7％、「知ら

ない」の割合が 22.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）将来の生活（介護の考え方を含む）について 

① 65歳以降の生活の希望 

問 あなたは 65歳以降の生活をどのように過ごしたいと考えていますか。（○はいくつでも） 

調査表：「将来の生活について」問 41 

「趣味や運動などを楽しみたい」の割合が 66.0％と最も高く、次いで「健康に気を配りたい」

の割合が 64.8％、「これまでの経験や知識・資格を活かしながら働き続けたい」の割合が 48.9％

となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容を知っている 名称は聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

　 503 26.0 50.7 22.1 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 503 ％

これまでの経験や知識・資格を活かしながら働き
続けたい

親や孫の世話など、家族のために時間を使いたい

趣味や運動などを楽しみたい

ボランティアや地域活動に参加したい

健康に気を配りたい

隣近所との交流

その他

無回答

48.9

31.8

66.0

11.7

64.8

9.1

3.6

3.0

0 20 40 60 80 100
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【介護人材実態調査】 

（1）事業所の現状及び今後の課題等について 

① 今後の事業継続について 

問 今後の事業継続に関して不安なことや課題と感じていることはどのようなことですか。

（○はいくつでも） 

調査表：全事業所共通（問 3） 

「人材の確保・育成・定着」割合が 82.7％と最も高く、次いで「利用者（新規・継続）の確保」

割合が 50.0％、「地代や燃料費等、物価の高騰への対応」の割合が 48.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 充実が必要と考える支援・サービスについて 

問 地域での高齢者の在宅生活継続のために、さらに充実が必要と感じる支援・サービス等に

ついてご回答ください。（○はいくつでも） 

調査表：全事業所共通（問 13） 

「外出同行（通院、買い物など）」の割合が 57.7％と最も高く、次いで「移送サービス（介

護・福祉タクシー等）」の割合が 55.8％、「ごみ出し」の割合が 50.0％となっています。 

 

 

 

  

回答者数 = 52 ％

人材の確保・育成・定着

事業所職員の円滑な世代交代

事業資金の確保

利用者（新規・継続）の確保

介護保険制度や介護報酬の改定

利用者のニーズの多様化・複雑化への対応

事業者間の競争の激化

地代や燃料費等、物価の高騰への対応

利用者・家族等からのハラスメント

その他社会情勢の変化

その他

特にない

無回答

82.7

25.0

23.1

50.0

30.8

38.5

19.2

48.1

5.8

7.7

3.8

0.0

5.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 52 ％

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

預貯金の出し入れや支払い手続き

ごみ出し

服薬管理

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特にない

無回答

46.2

28.8

34.6

42.3

38.5

50.0

42.3

57.7

55.8

46.2

21.2

7.7

0.0

7.7

0 20 40 60 80 100
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３ 今後の分析方針について                         

（1）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

＜主な分析項目＞ 

① 生活圏域別の分析 

日中、１人になること、とみぱすの利用、健康づくり活動や趣味等のグループ活動の参加

意向、地域包括支援センターで実施している主な事業の利用状況 など 

② 年齢別の分析 

介護予防や健康のため取り組んでいること、インターネットの活用状況、生きがいや楽

しみのある生活のために行っていること など 

③ 家族構成別の分析 

近所付き合いの状況、自宅で生活を続けるために、必要な支援やサービス など 

④ 経年比較 

外出状況、健康づくり活動や趣味等のグループ活動の参加意向 など 

⑤ 生活機能評価等に関する分析 

厚生労働省「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査実施の手引き」に基づく分析 

機能別リスク該当者割合の分析（全体・3圏域別） 

・運動器機能、閉じこもり傾向、転倒機能別リスク、低栄養傾向、認知機能、うつ傾向 

手段的自立度（ＩＡＤＬ） など 

 

（2）在宅介護実態調査 

＜主な分析項目＞ 

① 生活圏域別の分析 

主に通院している医療機関の地域 など 

② 年齢別の分析 

要介護度、施設等への入所・入居の検討状況 など 

③ 要介護度別の分析 

介護保険サービスの利用状況、利用サービスの満足度、介護者が行っている介護 など 

 

（3）第 2号被保険者ニーズ調査 

＜主な分析項目＞ 

① 生活圏域別の分析 

地域活動の参加状況、健康づくり活動や趣味等のグループ活動の参加意向、地域包括支

援センターで実施している主な事業の利用状況 など 

② 年齢別の分析 

健康のために意識していることや取り組んでいること、生きがいや楽しみのある生活の

ために行っていること、両親を呼び寄せて介護をする予定 など 

③ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査、在宅介護実態調査との重複項目の分析 

    国必須項目、オプション項目 など 
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（4）介護人材実態調査 

＜主な分析項目＞ 

① 事業持続性の分析 

経営状況、人材確保・定着の取組 など 

② 事業所運営における課題の分析 

業務効率の改善、ハラスメント対策、認知症対策 など 

③ サービス種別の分析 

施設・居住系サービス、通所系サービス別 など 

 

（5）その他 

・クロス集計 

上記（1）～(4)の調査結果を踏まえ、家族構成、性別、年齢、圏域、前回調査との比較、

調査間の共通項目分析 など 

  ・共通事項の整理 

回答結果については、厚生労働省「地域包括ケア見える化システム」に登録、推計ツー

ルや各種資料を活用し、地域間比較ができるデータの作成及び登録 など 

 

※詳細分析等の結果を踏まえ、次年度に開催予定の令和 8年度第 1回介護保険運営委員会に 

おいて、調査報告書をもって提出予定。 

 


